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地球温暖化の影響と
カーボンニュートラル01

地球温暖化が世界各地に悪影響を及ぼしている

地球温暖化に世界で取り組むことを決めたパリ協定

　二酸化炭素などの温室効果ガス排出量削減に向け、

2015年にフランスのパリで開催されたCOP21にて「パ

リ協定」が採択されました。

　この協定では、世界の平均気温上昇を産業革命以前

に比べて2℃より十分低く保ち、1.5℃に抑える努力を

続けることを目標としています。また、先進国・発展途

上国を問わず、全ての国に対して、温室効果ガスの削減

目標を設定することが義務付けられました。

日本が目指すカーボンニュートラルとは

　2020年には、日本でも2050年までに温室効果ガス

の排出を全体としてゼロとする「カーボンニュートラ

ル」を宣言しました。「排出を全体としてゼロ」というの

は、温室効果ガスの「排出量」から、森林などによる「吸

収量」を差し引いて、合計を実質的にゼロにすることを

意味します。この目標を達成するため、日本では二酸化

炭素を減らす取り組みが進められています。具体的に

は、環境に配慮した製品などの利用が進むほか、森林

保全や植林の取り組みも広がっています。

海水温の上昇がより激しい降雨と

洪水をもたらし、嵐が急速に発達・

巨大化する現象が増えています。

嵐の増大・強大化

北極や南極の氷河が溶けて海に流

れ出しています。これも海面上昇の

原因になります。

棚氷、氷床の減少

気候変動の影響により、マラリアな

どの熱帯性の伝染病が世界各地に

広がる可能性があります。

感染症の増加
かつては緑の草原だった地域で

も砂漠化が進み、砂丘が村落に

迫るほどまで拡大しています。

砂漠化

干ばつの影響で、飢饉の発生が

拡大しており、温暖化の進行に

よって、水や食糧の不足がさらに

深刻化するおそれがあります。

水不足

世界各地で氷河が溶け始め、後

退が進んでいます。

氷河の後退

0.79℃

世界は100年間で約0.79℃の
割合で上昇（1891～2025年：速報値）

1.44℃

日本は100年間で約1.44℃の
割合で上昇（1898～2025年：速報値）

海面の上昇により、マングローブ

が生育する地域では、環境が変

化し、植生に影響が及んでいます。

植生の変化

出典： 環境省 脱炭素ポータル
  国立研究開発法人国立環境研究所 気候変動適応情報プラットホーム
  国際連合広報センター ホームページほかをもとに作成

気候変動による海水温の上昇に

より、サンゴが死滅する白化現象

が世界各地で起きています。

サンゴの白化

太平洋の島々では、海面上昇によ

る浸食が進み、このままでは島が海

に沈んでしまうおそれがあります。

海面の上昇


